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砂
災
害
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地域の防災訓練に参加して
土砂災害に備えましょう。
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毎
日
利
用
し
て
い
る
道
路
や
下
水
道
、船
舶
が
発
着
す
る
港
湾
な
ど…

…

。

私
た
ち
は
日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
、さ
ま
ざ
ま
な
イ
ン
フ
ラ
施
設
を
利
用

し
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
施
設
の
う
ち
、高
度
経
済
成
長
期
以
降
に
整
備
さ

れ
た
も
の
は
今
後
一
斉
に
老
朽
化
し
て
い
き
ま
す
。国
土
交
通
省
で
は
平

成
25
年
を「
社
会
資
本
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
元
年
」と
し
て
、イ
ン
フ
ラ
老
朽
化
対

策
へ
の
取
り
組
み
を
進
め
て
き
て
い
ま
す
。ま
た
、平
成
28
年
11
月
に
は
イ

ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
社
会
全
体
で
取
り
組
む
べ
き
考
え
の
も
と
、「
イ

ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
国
民
会
議
」が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
特
集
で
は
、イ
ン
フ
ラ
施
設
の
老
朽
化
に
よ
る
不
具
合
を
早
期
に

発
見
し
安
全
を
守
る
た
め
の
技
術
や
、イ
ン
フ
ラ
を
未
来
に
つ
な
げ
る
た

め
に
、今
、国
や
自
治
体
で
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
る
の

か
、イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
最
前
線
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

未
来
に
つ
な
げ
る

イ
ン
フ
ラ
老
朽
化
対
策
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イ
ン
フ
ラ
老
朽
化
対
策
に
向
け
て

自
治
体
支
援・技
術
革
新
を

産
学
官
民
一
体
で
取
り
組
むで

あ
る
こ
と
か
ら
、
計
画
的
な
維
持
管
理・更
新
を
推

進
し
、
国
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保
や
維
持
管
理
・
更

新
に
係
る
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
の
縮
減
・
平
準
化
な
ど
を

図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。　

国
土
交
通
省
で
は
平
成
25
年
を「
社
会
資
本
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
元
年
」と
し
て
、
イ
ン
フ
ラ
老
朽
化
対
策
の

総
合
的
・
横
断
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
政
府
全
体
の
取
り
組
み
と
し
て
、
戦
略
的
な

維
持
管
理
・
更
新
な
ど
の
方
向
性
を
示
す
基
本
的
な

計
画
で
あ
る「
イ
ン
フ
ラ
長
寿
命
化
基
本
計
画
」が
同

年
11
月
に
取
り
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。国
土
交
通
省
で

は
、
こ
の
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
国
土
交
通
省
が
管

理
・
所
管
す
る
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
管
理
・
更
新
な
ど
を

着
実
に
推
進
す
る
た
め
の
中
長
期
的
な
取
り
組
み
の

方
向
性
を
明
ら
か
に
す
る
計
画
と
し
て
、「
国
土
交
通

省
イ
ン
フ
ラ
長
寿
命
化
計
画（
行
動
計
画
）」を
他
省

庁
に
先
駆
け
て
平
成
26
年
５
月
に
策
定
し
ま
し
た
。ま

平成25年3月 平成35年3月 平成45年3月

18%

20%

25%

2%

8%

道路橋

トンネル

河川管理施設

下水道管渠

港湾岸壁

67%

50%

64%

24%

58%

43%

34%

43%

9%

32%
がんぺき

かんきょ

※1 建設年度不明橋梁の約30万橋については、割合の算出にあたり除いている。
※2 建設年度不明トンネルの約250本については、割合の算出にあたり除いている。
※3 国管理の施設のみ。建設年度が不明な約1,000施設を含む。(50年以内に整備され

た施設については概ね記録が存在していることから、建設年度が不明な施設は約50
年以上経過した施設として整理している。)

※4 建設年度が不明な約1万5千kmを含む。(30年以内に布設された管渠については概
ね記録が存在していることから、建設年度が不明な施設は約30年以上経過した施設
として整理し、記録が確認できる経過年数毎の整備延長割合により不明な施設の整
備延長を按分し、計上している。)

※5 建設年度不明岸壁の約100施設については、割合の算出にあたり除いている。

［約40万橋※1］

［約1万本※2］

［約1万施設※3］

［総延長：約45万㎞※4］

［約5千施設※5］

（橋長2m以上の橋
　　　　約70万のうち）

（水門等）

（水深-4.5m以深）

 （図1）建設後50年以上経過する社会資本の割合 

●
平
成
26
年
5
月
に
策
定
し
た「
国
土
交
通
省

イ
ン
フ
ラ
長
寿
命
化
計
画（
行
動
計
画
）」に

基
づ
き
計
画
的
な
老
朽
化
対
策
を
推
進
。

●
平
成
28
年
11
月
イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に

社
会
全
体
で
取
り
組
む
た
め
の
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム「
イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
国
民
会

議
」を
設
立
。

●
自
治
体
・
企
業
同
士
の
ニ
ー
ズ
と
シ
ー
ズ
を

マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
場
と
し
て
、各
社
の
技
術
や

研
究
者
の
知
恵
を
活
か
し
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

技
術
の
向
上
・
水
平
展
開
を
目
指
し
て
い
る
。

ここが
ポイント！

特集 未来につなげるインフラ老朽化対策

ン
ス
国
民
会
議
」が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、国

土
交
通
省
を
中
心
と
し
て
、
関
係
省
庁
の
協
力
を
得

な
が
ら
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
運
営
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
サ
イ
ク
ル
を
実
行
す
る

上
で
は
、あ
ら
ゆ
る
段
階
に
お
い
て
、多
様
な
産
業
の

技
術
や
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

産
業
を
育
成
・
活
性
化
す
る
こ
と
も
大
切
な
目
的
で

す
。
そ
の
た
め
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
方
の
意
見
を

聞
く
こ
と
か
ら
取
り
組
み
始
め
ま
し
た
。

ま
ず
は
、参
画
す
る
企
業
や
団
体
を
募
集
し
て
、平

成
27
年
11
月
か
ら
12
月
に
か
け
て
、
80
者
ほ
ど
の
参

加
を
得
て
、
イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て
意
見

交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
受
け
て
平
成
28
年

４
月
に「
イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
国
民
会
議
」の
骨

組
み
を
決
定
し
ま
し
た
。
会
員
数
は
11
月
の
設
立
当

初
は
、
１
９
９
者
で
し
た
が
、
平
成
29
年
４
月
現
在
、

５
３
８
者
と
大
幅
に
増
え
ま
し
た
。こ
の
会
議
の
入
会

資
格
は
、
国
民
会
議
の
趣
旨
に
賛
同
し
て
十
分
な
意

欲
を
持
っ
て
活
動
に

参
画
し
て
い
た
だ
け

る
企
業
、
団
体
、
行

政
機
関
ま
た
は
個
人

で
あ
る
こ
と
の
み
で

す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
入
会
申
込
書
を
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
必
要

事
項
を
記
入
し
て
事

務
局
ま
で
提
出
い
た

だ
け
れ
ば
、
ど
な
た
で

も
入
会
で
き
ま
す
。
企

た
、国
土
交
通
省
で
は
、こ
の
行
動
計
画
が
策
定
さ
れ

る
以
前
か
ら
、
一
部
の
分
野
で
個
別
施
設
計
画
の
策

定
を
進
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、行
動
計
画
に
基
づ

き
、
平
成
32
年
度
ま
で
に
個
別
施
設
計
画
を
策
定
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

戦
略
的
な
維
持
管
理・更
新
の
推
進

イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
対
策
に
つ
い
て
戦
略
的
な
維

持
管
理
・
更
新
を
推
進
す
る
た
め
、「
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

サ
イ
ク
ル
の
構
築
」、「
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
の
縮
減
・

平
準
化
」、「
自
治
体
へ
の
支
援
」な
ど
の
総
合
的
な
対

策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
サ
イ
ク
ル
の
構
築
」に
つ
い
て
は
、

個
別
施
設
計
画
を
核
と
し
て
点
検
・
診
断
、
修
繕
・
更

新
、
情
報
の
記
録
・
活
用
と
い
っ
た
サ
イ
ク
ル
の
構
築

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

併
せ
て
、「
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
の
縮
減
・
平
準
化
」に

向
け
て
、施
設
の
機
能
や
性
能
に
関
す
る
明
ら
か
な
不

具
合
が
生
じ
て
か
ら
修
繕
な
ど
を
行
う
事
後
保
全
か

ら
、
不
具
合
が
発
生
す
る
前
に
対
策
を
講
じ
る
予
防

保
全
の
考
え
方
に
基
づ
く
長
寿
命
化
の
推
進
や
、新
技

術
の
開
発
・
導
入
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、イ
ン
フ
ラ
の
大
部
分
は
自
治
体
が
管
理
し
て

お
り
、
イ
ン
フ
ラ
老
朽
化
対
策
に
お
い
て
自
治
体
の
果

た
す
役
割
は
大
き
い
も
の
の
、
人
員
、
技
術
、
予
算
が

不
足
し
て
い
て
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
サ
イ
ク
ル
を
回
す
こ

と
が
困
難
な
状
況
も
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、研
修
の
充

実
・
強
化
、
基
準
類
の
体
系
的
整
備
、
財
政
支
援
な

ど
の「
自
治
体
へ
の
支
援
」を
推
進
し
て
い
ま
す
。

イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
国
民
会
議
の
設
立

自
治
体
、民
間
企
業
か
ら
個
人
ま
で

多
様
な
会
員
が
参
加

豊
か
な
国
民
生
活
、
社
会
経
済
を
支
え
る
基
盤
で

あ
る
イ
ン
フ
ラ
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
効
率
的
、
効
果
的

に
行
う
体
制
の
確
保
が
喫
緊
の
課
題
だ
と
捉
え
、イ
ン

フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
社
会
全
体
で
取
り
組
む
べ
き
考

え
の
も
と
、
平
成
28
年
11
月
、「
イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ

インフラメンテナンス国民会議設立総会の様子

個別施設
計画

点検・診断 修繕・更新

情報の記録・活用

個別施設計画を核とした、点検・診断、
修繕・更新、情報の記録・活用

メンテナンスサイクルの構築

インフラメンテナンス国民会議ホームページ
http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/im/

イ
ン
フ
ラ（
社
会
資
本
）の

戦
略
的
な
維
持
管
理・更
新
へ

平
成
25
年
よ
り
対
策
を
開
始

私
た
ち
の
生
活
や
社
会
経
済
活
動
を
支
え
る
道
路

や
港
湾
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
は
、高
度
経
済
成
長
期
以
降

に
整
備
さ
れ
た
も
の
が
今
後
一
斉
に
老
朽
化
し
ま
す
。

図
１
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、今
後
20
年
間
で
建
設
後
50

年
以
上
経
過
す
る
施
設
の
割
合
が
高
く
な
る
見
込
み

総  

論
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業
で
は
建
設
業
を
は
じ
め
、
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

業
、
プ
ラ
ン
ト
業
、
水
ビ
ジ
ネ
ス
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
他
、
電

機
メ
ー
カ
ー
や
材
料
メ
ー
カ
ー
や
保
険
会
社
な
ど
の

幅
広
い
業
態
で
、
ま
た
企
業
以
外
に
も
、
自
治
体・団

体
や
個
人
で
参
加
し
て
い
る
方
も
い
ま
す
。産
学
官
民

一
体
と
な
っ
た
組
織
と
な
り
、こ
の
よ
う
に
多
様
な
業

種
が
集
ま
る
こ
と
で
何
か
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か

と
期
待
を
持
っ
て
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

企
業
と
企
業
、企
業
と
自
治
体
の

マ
ッ
チ
ン
グ
の
場
と
し
て
活
動

「
イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
国
民
会
議
」は
、
社
会
全

体
で
イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
取
り
組
む
機
運
を
高

め
、
未
来
の
世
代
に
よ
り
よ
い
イ
ン
フ
ラ
を
引
き
継
ぐ

た
め
、
産
学
官
民
が
有
す
る
技
術
や
知
恵
を
総
動
員

す
る
た
め
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
す
。

当
初
、
ど
の
よ
う
な
活
動
を
行
っ
て
い
く
か
手
探
り

の
中
で
検
討
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
多
く
の
方
の

意
見
を
聞
き
な
が
ら
進
め
る
う
ち
に
、企
業
は
技
術
に

求
め
ら
れ
る
ニ
ー
ズ
が
分
か
ら
な
い
、
自
治
体
は
ど
の

よ
う
に
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
最
適
化
を
図
っ
て
い
く
べ
き

か
分
か
ら
な
い
と
い
う
状
況
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
こ

の“
分
か
ら
な
い
”部
分
を
解
決
す
る
場
と
し
て
活
動

し
て
い
く
こ
と
が
会
議
の
役
割
の
一
つ
と
考
え
ま
し
た
。

そ
こ
で
現
在
は
、技
術
開
発
の
促
進
と
そ
の
技
術
を

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
現
場
に
活
か
す
た
め
、
企
業
マ
ッ
チ

ン
グ
や
技
術
開
発
の
実
証
フ
ィ
ー
ル
ド
な
ど
を
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
こ
と
に
重
点
を
置
い
て
い
ま
す
。「
イ

ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
国
民
会
議
」は
、
民
間
企
業
と

民
間
企
業
、
民
間
企
業
と
自
治
体
を
つ
な
ぐ
マ
ッ
チ
ン

グ
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※	 組織の枠組みを超えた知識・技術の結集

本
年
２
月
に
は
、自
治
体
が
抱
え
る
課
題
に
つ
い
て

企
業
の
ア
イ
デ
ア
や
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
を
も
と
に
議
論

す
る「
自
治
体
支
援
フ
ォ
ー
ラ
ム
」を
開
催
し
ま
し
た
。

遠
隔
で
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
も
可
能
な
ツ
ー
ル
を
利
用
す

る
こ
と
で
多
数
の
自
治
体
が
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の

ほ
か
に
も
、
革
新
的
技
術
・
技
術
者
育
成
・
市
民
参

画
・
海
外
市
場
展
開
・
近
畿
本
部
を
含
む
６
つ
の
公
認

フ
ォ
ー
ラ
ム
が
現
在
活
動
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
を
通
じ
、民
間
企
業
同

士
の
民
民
マ
ッ
チ
ン
グ
、企
業
の
提
案
に
自
治
体
が
実

証
フ
ィ
ー
ル
ド
を
提
供
す
る
民
官
マ
ッ
チ
ン
グ
、
自
治

体
の
呼
び
か
け
に
企
業
が
応
じ
る
官
民
マ
ッ
チ
ン
グ

な
ど
会
議
に
参
加
す
る
こ
と
で
、普
段
交
流
が
な
い
人

た
ち
と
の
連
携
が
可
能
に
な
っ
て
き
ま
す
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
国
民
会
議
で
は
次
の
５
つ
の

目
的
の
も
と
に
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

❶ 

革
新
的
技
術
の
発
掘
と
社
会
実
装

イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
効
率
化
を
図
る
た
め
に

は
革
新
的
な
技
術
の
導
入
が
不
可
欠
で
す
。
さ
ま
ざ

ま
な
技
術
の
発
掘
や
民
民
・
官
民
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
な

ど
を
行
う
こ
と
で
、
社
会
実
装
を
進
め
ま
す
。

❷ 

企
業
な
ど
の
連
携
の
促
進

イ
ン
フ
ラ
老
朽
化
の
問
題
は
膨
大
で
あ
り
、
一
企

業
だ
け
で
解
決
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
、
企
業
間
の
連
携
を
進
め
、
現
場
が
求
め
る
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
技
術
や
取
り
組
み
を
提
案
し
て
も
ら
い
、そ

れ
ら
を
現
場
に
導
入
で
き
る
よ
う
、企
業
間
の
連
携
の

促
進
に
努
め
ま
す
。

❸ 

自
治
体
へ
の
支
援

会
員
同
士
の
連
携
を
通
じ
た
革
新
的
技
術
の
導
入

に
よ
る
支
援
や
制
度
面
の
支
援
、
維
持
管
理
業
務
に

関
す
る
人
的
支
援
を
通
じ
て
、
効
率
的
・
効
果
的
に

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
体
制
づ
く
り
に

寄
与
し
ま
す
。

❹ 

イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
理
念
の
普
及

イ
ン
フ
ラ
は
国
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
や
経
済
に
直

結
す
る
大
事
な
資
産
で
あ
り
、適
切
に
効
率
的
な
イ
ン

フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
取
り
組
む
こ
と
の
重
要
性
の
理

解
促
進
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

❺ 

イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
へ
の
市
民
参
画
の
推
進

道
路
や
河
川
敷
の
清
掃
な
ど
に
参
加
す
る
形
で
、

国
民
の
皆
さ
ん
が
イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
参
画
し

て
い
る
例
が
あ
り
ま
す
。こ
の
ほ
か
に
も
市
民
参
画
の

取
り
組
み
の
可
能
性
を
模
索
す
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
好
事
例
を

水
平
展
開
す
る
こ
と
で
解
決

国
民
会
議
の
活
動
を
通
じ
て
、
好
事
例
を
発
掘
し
、

水
平
展
開
す
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

街
路
樹
の
維
持
管
理
の
効
率
化
の
た
め
の
植
栽
管

理
手
法
を
探
索
し
て
い
た
三
重
県
桑
名
市
の
呼
び
か

本年2月に開催した自治体支援
フォーラムでは、自治体が抱
える課題について企業のアイ
デアやノウハウなどをもとに議
論。自治体のプレゼンを受けて
テーマ別に討議

プレゼンの様子

討議の様子

×○株式会社

民民

民 官

民官

わが社の技術を
活用できないか

わが社の技術を
活用できないか

こんな技術が欲
しい

コラボ技術を
提案します

わが社の技術
を提供します

実証フィールド
を提供します

凹凸株式会社

○×株式会社 △△市役所

株式会社凸凹

□◇県庁

企業×企業、企業×自治体をマッチングコーディネート 

け
に
、地
中
レ
ー
ダ
ー
を
用
い
た
低
コ
ス
ト
な
腐
朽
率

の
把
握
技
術
を
紹
介
し
、
現
場
試
行
を
実
現
し
た
官

民
マ
ッ
チ
ン
グ
の
例（
右
写
真
参
照
）や
、道
路
舗
装
面

点
検
の
効
率
化
の
た
め
の
道
路
舗
装
ひ
び
割
れ
解
析

サ
ー
ビ
ス
技
術
、地
中
の
空
洞
の
見
え
る
化
技
術
を
持

つ
民
間
企
業
間
に
よ
る
民
民
マ
ッ
チ
ン
グ（
次
ペ
ー
ジ

で
詳
細
を
紹
介
）な
ど
の
事
例
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、河
川
管
理
お
よ
び
災
害
対
応
の
高
度
化

を
図
る
た
め
の
革
新
的
河
川
管
理
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

は
、Ｉ
Ｔ
、航
空
測
量
技
術
な
ど
の
最
新
技
術
を
オ
ー

プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
※
の
手
法
に
よ
り
、新
た
な
技
術

開
発
を
進
め
て
お
り
、河
川
管
理
へ
の
実
装
化
を
図
る

取
り
組
み
も
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
28
年
11
月
に
は
、
国
土
交
通
省
の
ほ
か
、
総

務
省
、
文
部
科
学
省
、
厚
生
労
働
省
、
農
林
水
産
省
、

防
衛
省
が
所
管
す
る
施
設
に
つ
い
て
、優
れ
た
取
り
組

み
や
技
術
開
発
の
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス（
優
れ
た
成

功
事
例
）を
表
彰
す
る「
イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
大

賞
」が
創
設
さ
れ
、
国
民
会
議
を
通
じ
て
こ
の
賞
へ
の

募
集
に
つ
い
て
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。「
イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
大
賞
」に
は
２
４
８
者
の
応
募
が
あ
り
、
４
月
に

は
各
賞
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
受
賞
し
た
案

件
に
つ
い
て
も
国
民
会
議
の
内
外
で
共
有
し
、水
平
展

開
さ
せ
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

国
だ
け
で
な
く
、企
業
や
自
治
体
、国
民
の
皆
さ
ん

に
と
っ
て
も
よ
り
よ
い
イ
ン
フ
ラ
を
未
来
の
世
代
に
引

き
継
ぐ
た
め
に
、こ
れ
か
ら
も
取
り
組
み
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

三重県桑名市と応用地質株式会社の試行例。植栽
を切ることなく、スピーディーに腐朽診断が可能に

（平成29年2月）

 実際の断面と解析結果の例 

マッチングの事例
が増えてきてい
ます。

特集 未来につなげるインフラ老朽化対策
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空洞

標識 補修履歴

平坦性

管理単位
下水道管

大型車通行量

ひび割れ マンホール

調
査
結
果
に
基
づ
い
て
さ
ら
に
地
下
空
洞
調
査
を
行
う

こ
と
で
、
路
面
下
ま
で
含
め
た
道
路
状
況
を
容
易
に
把

握
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

「
私
ど
も
の
技
術
は
、
下
水
道
周
辺
の
空
洞
調
査
が
目

的
だ
っ
た
の
で
新
た
な
発
見
で
し
た
。
イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
国
民
会
議
の
よ
う
な
オ
ー
プ
ン
な
場
で
あ
っ
た
か

ら
こ
そ
実
現
で
き
た
連
携
だ
と
思
い
ま
す
」（
今
井
さ
ん
）

三
社
が
連
携
す
る
こ
と
で
道
路
点
検
を
簡
便
か
つ
効

率
的
に
行
う
だ
け
で
な
く
、
３
種
の
取
得
デ
ー
タ
を
地

図
上
に
統
合
し
、50ｍ
の
管
理
単
位
ご
と
に
色
や
模
様
で

分
類
す
る
こ
と
で
道
路
状
況
の
一
元
的
管
理
と「
見
え

る
化
」を
実
現
さ
せ
ま
し
た
。

「
一
目
で
劣
化
の
レ
ベ
ル
が
把
握
で
き
る
の
で
自
治
体

で
の
点
検
・
修
繕
の
優
先
度
づ
け
に
活
用
で
き
る
の
は
も

ち
ろ
ん
、
関
係
者
同
士
の
情
報
共
有
を
容
易
に
し
、
住

民
の
皆
さ
ん
に
対
し
て
納
得
い
く
修
繕
の
優
先
度
を
示

せ
る
よ
う
に
も
な
り
ま
す
」（
熊
倉
さ
ん
）

蓄
積
し
た
デ
ー
タ
を
分
析
し

未
来
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
へ
役
立
て
る

こ
の
三
社
の
連
携
に
つ
い
て
は
、平
成
29
年
５
月
の
イ

ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
国
民
会
議
実
践
事
例
セ
ミ
ナ
ー

で
全
国
の
自
治
体
に
向
け
て
詳
細
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

中
長
期
的
に
は
、蓄
積
し
た
デ
ー
タ
を
使
い「
ひ
び
割

れ
と
空
洞
化
の
関
係
」や「
経
年
劣
化
の
進
行
予
測
」な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
析
を
行
う
こ
と
で
、点
検・管
理
の
効

率
化
や
予
防
保
全
に
役
立
て
た
い
と
し
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
車
の
通
行
量
や
舗
装
手
法
な
ど
他
の
情
報
と
併
せ

た
複
合
的
な
分
析
が
実
現
す
れ
ば
、
災
害
時
の
迅
速
な

対
応
や
、
さ
ら
な
る
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
コ
ス
ト
の
削
減
な

ど
に
も
貢
献
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

産
学
官
民
が
有
す
る
技
術
や
知
恵
を
総
動
員
す
る

た
め
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
設
立
さ
れ
た「
イ

ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
国
民
会
議
」。
そ
こ
か
ら
新
し

い
連
携
が
生
ま
れ
、さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
ス
タ
ー

ト
し
て
い
ま
す
。
そ
の
事
例
の
う
ち
民
民
マ
ッ
チ
ン
グ

の
第
1
号
と
し
て
、
株
式
会
社
富
士
通
交
通
・
道
路

デ
ー
タ
サ
ー
ビ
ス
、
株
式
会
社
東
芝
、
川
崎
地
質
株

式
会
社
の
民
間
企
業
三
社
の
連
携
に
よ
る
道
路
舗
装

の
健
全
性
診
断
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

自
治
体
の
ニ
ー
ズ
に
応
え

簡
便
に
路
面
を
点
検
す
る
技
術
を
開
発

生
活
基
盤
の
一
つ
で
あ
る
道
路
が
適
切
に
維
持
管

理
さ
れ
な
け
れ
ば
、
道
路
の
傷
み
が
進
み
、
事
故
の
原

因
と
な
る
可
能
性
も
否
め
ま
せ
ん
。
日
本
国
内
の
道

路
は
総
延
長
約
１
２
０
万
㎞
あ
り
、全
体
の
約
94
％
が

自
治
体
で
管
理
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
予
算
、
人
員
、
技

術
の
不
足
に
よ
り
、十
分
な
維
持
管
理
を
行
う
こ
と
は

難
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、革
新
的
技
術

の
発
掘
や
企
業
な
ど
の
連
携
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ

り
、
費
用
の
縮
減
や
作
業
の
省
人
化
、
効
率
化
を
図
っ

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

そ
こ
で
、Ｉ
C
Ｔ（
情
報
通
信
技
術
）を
活
用
し
、効

率
的
な
路
面
点
検
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
企
業
が
登

場
し
て
い
ま
す
。

そ
の
一
つ
で
あ
る
富
士
通
交
通・道
路
デ
ー
タ
サ
ー

ビ
ス（
以
下
、
Ｆ
Ｔ
Ｒ
Ｄ
）の「
平
坦
性
解
析
技
術
」は
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
加
速
度
セ
ン
サ
ー
を
利
用
し
て

路
面
の
凸
凹
か
ら
劣
化
状
態
を
感
知
す
る
と
い
う
も

の
で
、簡
便
な
道
路
点
検
手
法
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

「
通
常
の
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
時
に
車
に
取
り
付
け
て

お
く
だ
け
で
、
測
定
は
も
ち
ろ
ん
Ｇ
Ｐ
Ｓ
と
の
連
携
や

点
検
デ
ー
タ
の
送
信
・
蓄
積
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
シ

ス
テ
ム
で
瞬
時
に
解
析
し
、
地
図
上
へ
の
マ
ッ
ピ
ン
グ

ま
で
行
い
ま
す
。
ほ
ぼ
自
動
化
さ
れ
て
い
る
の
で
、
担

当
者
に
新
た
な
負
担
を
か
け
ず
に
全
管
理
道
路
の
見

え
る
化
が
可
能
で
す
」（
同
社
シ
ニ
ア
デ
ィ
レ
ク
タ
ー 

太
田
勉
さ
ん
）

ま
た
、
東
芝
か
ら
は
、
市
販
デ
ジ
タ
ル
ビ
デ
オ
カ
メ

ラ
で
撮
影
し
た
画
像
か
ら
道
路
舗
装
の
ひ
び
割
れ
を

認
識・解
析
し
、深
刻
度
ま
で
を
分
析
す
る「
舗
装
面
の

ひ
び
割
れ
自
動
解
析
技
術
」が
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
収
集
し
た
画
像
か
ら
50
㎝
四
方
の
マ
ス
目
に
何
本

ひ
び
が
入
っ
て
い
る
か
を
カ
ウ
ン
ト
し
、
劣
化
進
行
状

況
を
３
段
階
に
分
類
し
て
地
図
上
に
示
す
こ
と
が
可

能
な
の
で
、詳
細
点
検
や
修
繕
箇
所
な
ど
の
優
先
順
位

づ
け
も
容
易
に
行
え
ま
す
」（
同
社
社
会
シ
ス
テ
ム
事

業
部
参
事 

熊
倉
信
行
さ
ん
）

そ
し
て
、川
崎
地
質
で
は
、車
両
牽
引
型
の
装
置
で

道
路
を
破
壊
す
る
こ
と
な
く
地
下
の
空
洞
を
発
見
す

る
技
術
を
開
発
し
、「
チ
ャ
ー
プ
レ
ー
ダ（
地
中
レ
ー

ダ
探
査
装
置
）を
用
い
た
地
下
空
洞
調
査
技
術
」と
し

て
提
供
し
て
い
ま
す
。

「
も
と
は
下
水
道
周
辺

の
深
い
深
度
の
空
洞
を
確

認
す
る
目
的
に
開
発
さ
れ

た
技
術
で
す
が
、
装
置

の
高
性
能
化
・
簡
便
化
に

よ
っ
て
交
通
規
制
を
行
わ

ず
に
調
査
で
き
る
よ
う
に

な
り
、
道
路
点
検
に
も
活

用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
」（
同
社
首
都
圏
事
業

本
部
課
長
代
理 

今
井
利

宗
さ
ん
）

三
社
に
よ
る
技
術
提
携
で

道
路
状
況
を
一
元
的
管
理・見
え
る
化

各
社
と
も
独
自
の
技
術
に
基
づ
く
サ
ー
ビ
ス
を
展

開
し
、高
い
評
価
を
得
て
き
ま
し
た
が
、「
イ
ン
フ
ラ
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
国
民
会
議
」で
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
よ
り
、
平

成
29
年
夏
を
め
ど
に
三
社
が
連
携
し
て
、
提
供
を
開

始
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

「
東
芝
と
Ｆ
Ｔ
Ｒ
Ｄ
が
連
携
す
る
き
っ
か
け
に
な
っ

た
の
は
、
イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
国
民
会
議
設
立
に

向
け
て
平
成
28
年
８
月
に
開
催
さ
れ
た
設
立
準
備
イ

ベ
ン
ト
で
す
。
そ
の
場
で
お
互
い
の
技
術
や
サ
ー
ビ
ス

を
知
り
、
両
社
の
協
業
に
よ
っ
て
、
よ
り
効
率
的
な
道

路
点
検
が
可
能
に
な
る
と
考
え
ま
し
た
」（
太
田
さ
ん
）

そ
の
後
、
川
崎
地
質
が
合
流
し
て
三
社
連
携
が
実

現
し
ま
し
た
。
平
坦
性
と
ひ
び
割
れ
と
い
う
異
な
る

劣
化
点
検
か
ら
よ
り
適
確
な
舗
装
状
況
が
把
握
で
き
、

平坦性※のみのデータにひび割れ解析、空洞を探査したデータが加わる。道路管理単位の中でど
のような状況になっているか、1つのデータで管理が可能に

写真は現在提供中の各社のサービス。（上）「舗装ひび割れ自動解析サービス」（東芝）、（中）チャープレーダ
を用いた「路面下空洞探査サービス」（川崎地質）、（下）「道路パトロール支援サービス」でのスマホ画面（ＦＴ
ＲＤ）

写真右より、太田さん（FTRD）、熊倉さん（東芝）、今井さん（川崎地質）

●「
イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
国
民
会
議
」の
マ
ッ

チ
ン
グ
に
よ
る
企
業
間
連
携
の
第
1
号
。

●
各
社
の
技
術
を
生
か
し
、
道
路
の
凸
凹
や
ひ

び
割
れ
、
地
下
の
空
洞
化
を
一
元
的
に
管
理

す
る
仕
組
み
を
構
築
。

●
道
路
の
状
態
が
容
易
に
可
視
化
で
き
る
ほ
か
、

将
来
的
に
は
災
害
時
の
対
応
や
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
コ
ス
ト
の
さ
ら
な
る
削
減
効
果
も
期
待
。

特集 未来につなげるインフラ老朽化対策

企
業
連
携・技
術
マ
ッ
チ
ン
グ
に
よ
り

イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
効
率
化
を
促
進

事
例
１ここが

ポイント！

平坦性のみのデータ

簡便な道路舗装面点検手法の確立および
路面下情報の一元的管理・見える化

（イメージ図）

平坦性にひび割れ、
空洞を加えたデータ

図中の地図は株式会社ゼンリンの著作物です． Copyright 2015 ZENRIN CO., LTD. ( 許諾番号：Z13LD 第749号）

※平坦性：道路舗装の凸凹具合
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が
必
要
で
す
。『
ち
ば
レ
ポ
』の
主
な
利
用
者
で
あ
る

30
代
～
50
代
以
外
の
世
代
へ
の
周
知
や
、参
加
の
呼
び

か
け
を
積
極
的
に
行
い
、レ
ポ
ー
タ
ー
登
録
者
を
も
っ

と
増
や
し
た
い
で
す
。
ま
た
、市
で
は
解
決
で
き
な
い

課
題
に
つ
い
て
は
、
国
や
県
に
も『
ち
ば
レ
ポ
』を
使
っ

て
い
た
だ
け
る
な
ど
の
連
携
を
図
っ
て
い
き
た
い
」と

話
し
ま
す
。

本
年
１
月
か
ら
は
、
東
京
大
学
や
他
自
治
体
、
民

間
事
業
者
な
ど
が
参
画
し「
次
世
代
ち
ば
レ
ポ

“M
yCityReport

”
実
証
実
験
」を
開
始
し
ま
し

た
。
全
国
の
自
治
体
で
安
価
に
シ
ス
テ
ム
を
利
用
で
き

る
環
境
整
備
に
向
け
、「
ち
ば
レ

ポ
」を
さ
ら
に
進
化・展
開
さ
せ

る
た
め
の
取
り
組
み
も
始
め
て

い
ま
す
。

11

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た

市
民
参
加
型
の
イ
ン
フ
ラ
管
理

イ
ン
フ
ラ
の
大
部
分
は
自
治
体
が
管
理
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、近
年
の
緊
縮
財
政
や
行
政
改
革
の
中
で
、

イ
ン
フ
ラ
管
理
を
担
う
自
治
体
の
職
員
数
は
減
少
し

て
お
り
、
限
ら
れ
た
人
員
で
効
率
的
に
イ
ン
フ
ラ
管
理

を
実
現
す
る
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
し

た
中
で
注
目
が
高
ま
っ
て
い
る
の
が
、Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情
報
通

信
技
術
）を
活
用
し
た
市
民
参
加
型
の
イ
ン
フ
ラ
管
理

で
す
。

そ
の
先
駆
的
事
例
の
一
つ
が
、千
葉
県
千
葉
市
で
取

り
組
ん
で
い
る「
ち
ば
レ
ポ
」で
す
。

市
民
参
加
の
キ
ー
ア
イ
テ
ム
は

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

「
ち
ば
レ
ポ
」は
平
成
26
年
９
月
に
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
千
葉
市
内
で
起
き
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

（
例
え
ば「
道
路
が
傷
ん
で
い
る
」「
公
園
の
遊
具
が
壊

れ
て
い
る
」と
い
っ
た
地
域
で
の
困
っ
た
課
題
＝
地
域

課
題
）を
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
使
っ
て
、
そ
の
発
見
・
解
決
の

状
況
を
市
民
が
レ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
で
、
市
民
と
行

政
、市
民
と
市
民
の
間
で
、そ
れ
ら
の
地
域
課
題
を
共

有
し
、
合
理
的・効
率
的
に
解
決
す
る
こ
と
を
目
指
す

仕
組
み
で
す
。

市
民
は
、地
域
課
題
を
発
見
し
た
場
合
、自
ら
の
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
現
場
の
写
真
や
動
画
を
撮
り
、
専

用
ア
プ
リ「
ち
ば
レ
ポ
」を
使
い
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
そ

の
際
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
に
よ
っ
て
位
置

情
報
が
添
付
さ
れ
る
た
め
、
市
の
担
当
者
は
不
具
合

が
発
生
し
て
い
る
場
所
を
地
図
上
で
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
レ
ポ
ー
ト
さ
れ
た
地
域
課
題
は
専
用

サ
イ
ト
で
公
開
さ
れ
、レ
ポ
ー
タ
ー
や
他
の
市
民
は
不

具
合
の
事
実
と
そ
れ
に
つ
い
て
の
対
応
状
況（
受
付
済

み
・
対
応
中
・
対
応
済
み
）を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

市
民
か
ら
レ
ポ
ー
ト
さ
れ
た
地
域
課
題
は
、市
の
担
当

者
が
修
繕
な
ど
の
対
応
を
行
う
ほ
か
、
市
民
が
解
決

を
図
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

本
年
３
月
末
ま
で
の
レ
ポ
ー
タ
ー
登
録
者
数
は

４
７
１
５
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
内
訳
は
男
性
が

約
８
割
、
女
性
が
約
２
割
で
、
参
加
者
の
約
８
割
を
30

～
50
代
が
占
め
て
お
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
馴
染
み
の
あ
る
世

代
が
積
極
的
に
参
加
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

「
満
足
す
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
」か
ら

「
納
得
で
き
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
」へ

「
ち
ば
レ
ポ
」に
レ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
に
は
ま
ず
、

「
レ
ポ
ー
タ
ー
」登
録
を
行
い
ま
す
。
登
録
に
は
氏

名・住
所
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
が
、
累
計

６
５
６
０
件
の
報
告（
本
年
３
月
末
現
在
）に
対
し
、い

た
ず
ら
0
件
の
実
績
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
千
葉
市
で

は
考
え
て
い
ま
す
※
。

さ
ら
に
レ
ポ
ー
タ
ー
登
録
を
し
た
中
で
、地
域
課
題

解
決
の
た
め
の
作
業
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
市
民

な
ど
を「
サ
ポ
ー
タ
ー
」と
呼
ん
で
い
ま
す
。
登
録
時

に
あ
ら
か
じ
め「
ペ
ン
キ
塗
り
」「
掃
除
」「
大
工
仕
事
」な

ど
、得
意
な
作
業
を
登
録
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
地

域
課
題
が
レ
ポ
ー
ト
さ
れ
、市
民
の
力
で
解
決
で
き
る

案
件
の
場
合
、市
が
サ
イ
ト
内
で
サ
ポ
ー
タ
ー
活
動
と

し
て
作
業
参
加
者
を
呼
び
か
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

千
葉
市
が
こ
の
仕
組
み
を
導
入
し
た
背
景
に
は
、

多
く
の
自
治
体
と
同
様
に「
人
口
減
少
と
少
子
高
齢

社
会
の
到
来
」「
単
身
世
帯
の
増
加
な
ど
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
の
希
薄
化
」「
財
政
難
が
も
た
ら
す
公
共
サ
ー

ビ
ス
の
低
下
」と
い
っ
た
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。

特
に
千
葉
市
の
場
合
は
、
平
成
４
年
の
政
令
指
定

都
市
移
行
時
に
都
市
基
盤
を
整
備
し
た
数
多
く
の
イ

ン
フ
ラ
が
25
年
経
過
し
、
近
年
は
、
維
持
補
修
や
修
繕

な
ど
の
サ
イ
ク
ル
に
入
っ
て
き
て
い
ま
す
。メ
ン
テ
ナ
ン

ス
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
イ
ン
フ
ラ
が
増
え
る
一

方
で
、予
算
枠
が
大
幅
に
増
え
る
見
通
し
は
立
ち
ま
せ

ん
。
今
後
は
、
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
維
持
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
る
こ
と
を
見
据
え
、自

助
、
共
助
、
公
助
の
バ
ラ
ン
ス
を
再
考
し
、
こ
れ
か
ら

は
市
民
の
皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
る
ま
ち
と
し
て
、「
市
民

が
満
足
す
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
」か
ら「
市
民
が
納

得
で
き
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
」へ
の
方
向
転
換
を

行
い
ま
し
た
。

「
ち
ば
レ
ポ
」導
入
に
よ
る

市
民
協
働
の
高
ま
り

こ
れ
ま
で
は
地
域
課
題
を
担
当
部
署
が
受

け
付
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
台
帳
で
管
理
し
て
い
た

も
の
が
、「
ち
ば
レ
ポ
」の
導
入
に
合
わ
せ
て
一

元
的
に
管
理
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
管
理
業
務

な
ど
の
効
率
化
も
実
現
し
ま
し
た
。

市
民
に
と
っ
て
は
、こ
れ
ま
で
、通
報
後
に
行

政
が
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
た
か
を
知
る
機

会
が
な
か
っ
た
た
め
、「
ま
だ
直
ら
な
い
の
か
」

な
ど
と
い
っ
た
不
満
を
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。
し
か
し
、「
ち
ば
レ
ポ
」の
導
入
に
よ
っ

て
、
行
政
の
対
応
状
況
が
見
え
る
化
さ
れ
、
市
民
と

行
政
が
協
力
し
て
地
域
の
イ
ン
フ
ラ
管
理
に
取
り
組

む
意
識
が
高
ま
り
、
市
民
協
働
レ
ポ
ー
ト
と
し
て
の

位
置
づ
け
が
確
立
し
ま
し
た
。

「
ち
ば
レ
ポ
」の
課
題
と
今
後
の
展
開

「
ち
ば
レ
ポ
」の
運
用
が
う
ま
く
い
っ
て
い
る
背
景
に

は
、多
部
署
の
意
見
を
聞
き
、庁
内
の
横
の
連
携
を
重

視
し
な
が
ら
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
た
こ
と
に
あ
り
ま

す
。
多
部
署
の
理
解
を
得
た
こ
と
で
、
各
職
員
が
積

極
的
に
協
力
す
る
体
制
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
の
課
題
と
し
て
、
千
葉

市
市
民
局
広
報
広
聴
課
の
大
森

信
人
さ
ん
は「
千
葉
市
の
人
口
と

比
較
し
て
も
ま
だ
ま
だ
参
加
者

千葉市市民局広報広聴課
大森信人さん

インフラの不具合は「こまったレポート」に登録。レポートは「ちばレポ」
ウェブサイトで確認できる。各状況は色別に示され、黄色は受付済み、
青が対応中、緑が対応済み。

●
千
葉
市
の
地
域
課
題
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で

レ
ポ
ー
ト
で
き
る
市
民
参
加
型
イ
ン
フ
ラ
管

理
シ
ス
テ
ム「
ち
ば
レ
ポ
」を
運
用
中
。

●
こ
れ
ま
で
各
部
署
で
受
け
付
け
て
い
た
通
報

が
一
元
的
に
管
理
可
能
に
。そ
の
後
の
対
応
状

況
も
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
専
用
ペ
ー
ジ
で
確
認

可
能
。

●
対
応
状
況
の「
見
え
る
化
」に
よ
り
、
市
民
と

行
政
が
協
力
し
て
地
域
の
イ
ン
フ
ラ
管
理
に

取
り
組
む
意
識
が
高
ま
っ
て
い
る
。

ここが
ポイント！

不具合を発見
したらその場
でレポート

特集 未来につなげるインフラ老朽化対策

市
民
と
行
政
を
つ
な
ぐ

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ
リ
で

イ
ン
フ
ラ
の
不
具
合
を
解
消

事
例
２

※プライバシー保護の観点から、サイト上には、自身が登録するニックネームが表示される

「ちばレポ」ホームページ　https://chibarepo.secure.force.com/

図中の地図は株式会社ゼンリンの著作物です． Copyright© 2014 ZENRIN CO., LTD.（Z14LD 第1048号）

側 溝 の 破 損

レポーターから「側溝の
蓋が破損している」とい
うレポートを受け、関係
部署が対応

2017
4/11

2017
4/14

こまったレポートの解決事例
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年
間
２
０
０
万
人
以
上
が
訪
れ
る

太
平
洋
を
望
む
地
に
造
ら
れ
た

広
大
な
国
営
公
園

国
営
ひ
た
ち
海
浜
公
園
は
、
茨
城
県
ひ
た

ち
な
か
市
の
海
岸
沿
い
に
位
置
し
、太
平
洋
を

望
む
約
３
５
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
広
大
な
面
積
を

誇
る
国
営
の
都
市
公
園
で
す
。
昭
和
48
年
に

米
軍
か
ら
返
還
さ
れ
た
水
戸
対
地
射
爆
撃
場

跡
地
の
平
和
利
用
の
一
環
と
し
て
、平
成
３
年

に
開
園
し
、そ
の
後
も
順
次
整
備
を
進
め
、
現

在
は
主
に
南
側
の
約
２
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
公

園
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。茨
城
県
内
を

は
じ
め
千
葉
県
や
東
京
都
な
ど
関
東
一
円
だ

け
で
な
く
、日
本
各
地
や
ア
ジ
ア
な
ど
海
外
か

ら
も
多
く
の
人
が
来
園
し
ま
す
。
平
成
27
年

度
と
平
成
28
年
度
の
年
間
入
園
者
数
が
２
年

連
続
で
２
０
０
万
人
を
超
え
た
こ
と
か
ら
も
、

そ
の
人
気
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
す
。

開
園
直
後
か
ら
こ
の
公
園
で
の
勤
務
経
験

が
あ
り
、現
在
は
調
査
設
計
課
長
を
務
め
る
奈

良
憲
孝
は
、「
ネ
モ
フ
ィ
ラ
が
人
気
の『
み
は
ら

し
の
丘
』は
建
設
発
生
土
を
使
用
し
、繰
り
返

し
土
壌
改
良
を
行
い
な
が
ら
、整
備
を
進
め
て

き
た
人
造
の
丘
で
す
。
平
成
３
年
に『
空
と
海

と
緑
が
友
達　
爽
や
か
健
康
体
験
』を
コ
ン
セ

プ
ト
に
開
園
し
て
以
来
、植
物
や
造
園
の
専
門

家
集
団
で
あ
る
ひ
た
ち
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー

の
ス
タ
ッ
フ
と
共
に
、皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
る
現
在
の
姿
を
造
り
上
げ
て
き
ま
し
た
」

と
振
り
返
り
ま
す
。

公
園
づ
く
り
の
コ
ン
セ
プ
ト
は

四
季
を
通
じ
た
花
の
名
所
作
り

ひ
た
ち
海
浜
公
園
の
人
気
の
秘
密
は
、
何

と
い
っ
て
も
四
季
を
通
じ
て
楽
し
め
る
花
々
で

す
。
３
月
の
ス
イ
セ
ン
か
ら
始
ま
り
菜
の
花
や

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
、そ
し
て
5
月
に
な
る
と『
み
は

ら
し
の
丘
』一
帯
を
覆
う
ネ
モ
フ
ィ
ラ
は
、
毎

年
テ
レ
ビ
な
ど
で
も
紹
介
さ
れ
、
多
く
の
フ
ァ

ン
を
呼
ん
で
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
夏
の
バ
ラ
や

ラ
ベ
ン
ダ
ー
、
秋
に
な
れ
ば
こ
の
公
園
で
品
種

改
良
さ
れ
た
コ
キ
ア
の
群
れ
が
鮮
や
か
な
紅

葉
で
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。
四
季
を

通
じ
て
色
鮮
や
か
な
花
々
を
雄
大
な
ス
ケ
ー

ル
で
見
せ
る
演
出
は
、公
園
関
係
者
の
間
で
も

注
目
を
集
め
、見
学
に
訪
れ
る
専
門
家
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。

ひ
た
ち
海
浜
公
園
が
こ
う
し
た
花
作
り
に

ひ
と
き
わ
力
を
注
い
で
き
た
の
に
は
、
茨
城
県

を
代
表
す
る
公
園
に
ふ
さ
わ
し
い
個
性
と
、地

域
に
貢
献
で
き
る
集
客
力
を
目
指
す
と
い
う

コ
ン
セ
プ
ト
が
背
景
に
あ
り
ま
し
た
。

「
茨
城
県
に
は
、
梅
で
名
高
い
水
戸
の
偕
楽

園
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
の
梅
が
終
わ
っ
た
後

も
、
季
節
を
通
じ
て
お
客
様
に
来
て
い
た
だ
け

る
観
光
名
所
を
作
り
た
い
と
考
え
ま
し
た
。そ

こ
で
県
や
地
元
の
皆
さ
ま
の
声
を
聞
き
な
が

ら
、
春
か
ら
秋
ま
で
途
切
れ
な
く
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
な
花
と
緑
の
組
み
合
わ
せ
を

選
び
、
育
て
る
こ
と
で
、
現
在
の
よ
う
な
姿
に

な
っ
て
き
ま
し
た
」（
奈
良
）

花
シ
ー
ズ
ン
に
備
え
て

日
頃
か
ら
通
路
や
排
水
設
備
を
整
備

美
し
い
花
園
の
舞
台
裏
に
は
、公
園
づ
く
り

の
担
当
者
に
よ
る
見
え
な
い
工
夫
が
あ
る
こ

初
夏
の
丘
一
面
を
淡
い
ブ
ル
ー
で
彩
る
ネ
モ
フ
ィ
ラ
や
、鮮
や
か
な
紅
葉
を
見
せ
て
く
れ
る
コ
キ
ア（
ホ
ウ
キ
グ
サ
）な

ど
、四
季
を
通
じ
た
花
々
の
彩
り
で
全
国
に
知
ら
れ
る
国
営
ひ
た
ち
海
浜
公
園
。今
回
は
、こ
の
全
国
有
数
の
花
の
名
所

を
支
え
る“
陰
の
力
持
ち
”に
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
当
て
、国
営
公
園
の
運
営
の
現
場
を
紹
介
し
ま
す
。

業
務
密
着

ル
ポ
シ
リ
ー
ズ

FILE 45

関
東
地
方
整
備
局

国
営
常
陸
海
浜
公
園
事
務
所

四
季
折
々
の
花
で
彩
ら
れ
た
国
営
公
園
を

公
園
づ
く
り
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
が
支
え
る

業
務
密
着

ル
ポ
シ
リ
ー
ズ
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5

広大な敷地を誇る園内の移動には、定期的に園内周遊コース（1周約
40分）を循環しているシーサイドトレインが便利

ひたち海浜公園が誇る絶景「みはらしの丘」。まるで空と一体になった
丘一面のネモフィラ

旧陸軍飛行場（接収後、米軍射爆撃場）の跡地に建設されたひたち海浜公園。
西口ゲートは本公園の特性である開放感を「飛翔」というイメージで表現した。

取材時はスイセンが見ごろに。１ヘクタールにさま
ざまな種類のスイセンが100万本も咲きほこる。
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と
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

工
務
課
工
務
係
長
の
佐
々
木
勝
也
は
、「
年

間
２
０
０
万
人
を
超
え
る
お
客
様
が
来
園
さ

れ
る
た
め
、ネ
モ
フ
ィ
ラ
の
あ
る『
み
は
ら
し
の

丘
』の
よ
う
に
人
が
多
く
集
ま
る
場
所
の
導
線

を
ど
う
確
保
す
る
か
を
常
に
考
え
て
い
ま
す
」

と
語
り
ま
す
。
こ
の
丘
に
は
５
月
の
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
ィ
ー
ク
頃
に
、
大
勢
の
お
客
さ
ま
が
満
開

の
花
を
楽
し
む
た
め
に
訪
れ
ま
す
。
そ
の
際
に

お
客
さ
ま
が
、
風
景
を
楽
し
み
な
が
ら
も
安

全
か
つ
ス
ム
ー
ズ
に
移
動
で
き
る
散
策
コ
ー
ス

を
ど
の
よ
う
に
整
備
す
る
か
が
、佐
々
木
た
ち

工
務
担
当
者
が
も
っ
と
も
工
夫
を
求
め
ら
れ

る
ポ
イ
ン
ト
の
１
つ
で
す
。

公
園
で
は
、
出
来
上
が
っ
た
建
造
物

や
工
作
物
を
、
周
囲
の
風
景
に
バ
ラ
ン

ス
よ
く「
な
じ
ま
せ
る
か
」が
重
要
で
あ

り
、
そ
の
場
所
に
合
わ
せ
て
造
る
こ
と

が
重
要
で
す
。
例
え
ば
、園
路
の
方
が

花
よ
り
目
立
っ
て
は
、
風
景
の
バ
ラ
ン

ス
が
崩
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

花
の
シ
ー
ズ
ン
以
外
に
も
、
工
務
担

当
者
に
は
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
業

務
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
日
頃
か
ら

地
形
や
土
地
の
特
徴
を
把
握
し
、管
理

セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
と
話
し
合
い
な

が
ら
、い
ざ
シ
ー
ズ
ン
に
な
っ
た
時
に
美

し
い
花
が
咲
か
せ
ら
れ
る
よ
う
、
土
壌

や
排
水
設
備
を
整
備
し
て
お
か
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。

ド
ロ
ー
ン
を
上
空
に
飛
ば
し
て
土
壌

を
観
察
し
、
水
は
け
の
良
く
な
い
区
画

を
発
見
し
た
場
合
は
排
水
用
の
地
下

水
路
を
設
置
す
る
な
ど
、
来
園
者
の
目

に
触
れ
な
い
場
所
の
整
備
も
行
っ
て
い

ま
す
。

広
大
な
敷
地
の
有
効
活
用
に
向
け
て

今
後
の
さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
を
探
る

ひ
た
ち
海
浜
公
園
に
は
ま
だ
約
４
割
の
未

開
園
エ
リ
ア
が
あ
り
ま
す
。
奈
良
は
こ
う
し
た

エ
リ
ア
の
整
備
と
、
有
効
活
用
を
こ
れ
か
ら
も

引
き
続
き
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。「
園
内
に
は
貴
重
植
物
の
植
生
も
あ
る

の
で
、そ
れ
ら
の
保
全
を
行
い
つ
つ
、来
園
者
の

皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
企
画
を
考

え
た
い
。
管
理
セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
こ
の
土
地

に
合
っ
た
も
の
を
探
し
、
皆
さ
ま
に
楽
し
ん
で

い
た
だ
け
る
公
園
づ
く
り
を
進
め
た
い
と
思
っ

公
園
の
仕
事
は
長
年
の
夢
で
、
平
成
28

年
度
に
ひ
た
ち
海
浜
公
園
に
着
任
し
ま
し
た
。

待
望
の
公
園
担
当
に
な
っ
て
最
初
の
仕
事
は
、

「
み
は
ら
し
の
丘
」周
辺
の
園
路
整
備
の
仕
事

で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
こ
で
今
ま
で
の
仕
事

と
は
大
き
く
勝
手
が
違
う
こ
と
に
気
づ
き
ま

し
た
。
長
年
担
当
し
て
き
た
工
事
で
は
、図
面

通
り
に
正
確
に
造
る
こ
と
が
当
然
と
さ
れ
て

き
ま
し
た
が
、
公
園
で
は「
現
地
に
な
じ
ま
せ

る
」と
い
う
こ
と
が
重
視
さ
れ
る
の
で
、
最
初

の
う
ち
は
非
常
に
と
ま
ど
い
ま
し
た
。

砂
丘
エ
リ
ア
の
散
策
路
を
計
画
す
る
際
に

は
、実
際
に
自
分
で
現
地
を
歩
き
、傾
斜
な
ど

を
確
認
し
、
来
園
者

が
歩
き
や
す
い
ル
ー

ト
を
調
べ
ま
し
た
。

今
で
は
、
こ
う
し

た
公
園
な
ら
で
は
の

勘
ど
こ
ろ
を
つ
か
み
、

園
内
の
さ
ま
ざ
ま

な
施
設
の
整
備
や

補
修
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ア
ス
レ
チ
ッ
ク
施

設
の
補
修
工
事
で
は
、工
事
期
間
に
は
使
え
な

か
っ
た
遊
具
な
ど
が一新
さ
れ
、さ
っ
そ
く
訪
れ

た
大
勢
の
家
族
連
れ
が
楽
し
む
様
子
に
喜
び

を
感
じ
ま
し
た
。私
自
身
４
人
の
子
ど
も
の
父

親
と
し
て
、休
日
に
は
わ
が
子
と
ひ
た
ち
海
浜

公
園
を
訪
れ
て
遊
ぶ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
夏
に
向
け
て
繁
忙
期
を
迎
え
ま

す
が
、楽
し
み
に
来
園
さ
れ
た
方
々
全
員
に
笑

顔
で
お
帰
り
い
た
だ
け
る
よ
う
な
公
園
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。

今
年
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
に
向
け
て

「
笑
顔
で
帰
っ
て
も
ら
え
る
」公
園
づ
く
り
を

工
務
課 

工
務
係
長　

佐
々
木
勝
也

て
い
ま
す
」（
奈
良
）

一
方
で
、
年
間
２
０
０
万
人
を
超
え
る
お

客
様
の
安
全
を
守
る
防
災
対
策
も
怠
っ
て
い

ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、近
年
、急
増
す
る
海
外
か

ら
の
観
光
客
対
応
な
ど
新
し
い
課
題
が
次
々

と
出
て
き
ま
す
が「
あ
え
て
特
別
な
制
限
を
設

け
ず
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
、
い
ろ
い
ろ

な
可
能
性
を
探
っ
て
い
き
た
い
」と
奈
良
は
語

り
ま
す
。

二
人
と
も
、ひ
た
ち
海
浜
公
園
だ
か
ら
こ
そ

で
き
る
さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
を
求
め
、
ま
た
、

そ
の
た
め
の
環
境
を
つ
く
る
こ
と
に
大
き
な
使

命
を
持
っ
て
日
々
の
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

気
軽
に
公
園
を
楽
し
ん
で
も
ら
え
る

ア
イ
デ
ィ
ア
や
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
た
い

調
査
設
計
課
長　

奈
良
憲
孝

高
校
時
代
に
山
岳
部
に
所
属
し
て
い
た
経

験
か
ら
、山
や
自
然
に
関
す
る
仕
事
が
し
た
い

と
希
望
し
て
入
省
し
ま
し
た
。
以
来
、約
30
年

に
わ
た
っ
て
各
地
の
国
営
公
園
の
整
備
や
企

画
運
営
を
手
掛
け
て
き
ま
し
た
。
中
で
も
、ひ

た
ち
海
浜
公
園
は
、
今
回
で
３
度
目
の
勤
務

で
、
開
園
直
後
か
ら
繰
り
返
し
赴
任
し
た
こ

と
も
あ
り
、
ま
さ
に
ホ
ー
ム
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
も

い
う
べ
き
職
場
で
す
。

趣
味
の
ア
ウ
ト
ド
ア
に
加
え
、
社
会
人
に

な
っ
て
か
ら
は
約
２
年
間
に
わ
た
っ
て
演
劇
を

学
び
ま
し
た
。演
劇
や
舞
台
美
術
な
ど
、五
感

を
通
じ
て
何
か
を
伝
え
る
空
間
表
現
的
に
も

の
を
考
え
る
の

が
好
き
で
、こ
う

し
た
発
想
は
現

在
の
仕
事
に
も
生
か
さ
れ
て
お
り
、園
内
に
植

え
る
花
を
選
ぶ
際
に
香
り
の
す
る
種
類
を
選

ん
だ
り
、風
の
音
や
鳥
の
さ
え
ず
り
も
考
慮
し

た
り
す
る
な
ど
、視
覚
以
外
に
も
訴
え
て
楽
し

ん
で
い
た
だ
け
る
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
公
園
の
運
営
や
設
計
を
取
り
ま
と

め
る
責
任
者
と
し
て
、来
園
者
の
声
に
耳
を
傾

け
会
話
を
交
わ
す
機
会
を
、多
く
持
つ
よ
う
に

心
掛
け
て
い
ま
す
。
お
客
様
の
何
気
な
い
会

話
で「
こ
の
花
、い
い
よ
ね
」と
い
っ
た
声
を
耳

に
す
る
と
、
や
は
り
こ
の
仕
事
を
し
て
い
て
良

か
っ
た
と
い
う
喜
び
が
湧
い
て
き
ま
す
。

当
公
園
に
は
、
15
歳
以
上
な
ら
年
間

４
１
０
０
円（
65
歳
以
上
な
ら
２
１
０
０
円
）

で
何
度
で
も
入
園
で
き
る「
年
間
パ
ス
ポ
ー

ト
」が
あ
り
ま
す
。
こ
の
パ
ス
ポ
ー
ト
を
利
用

し
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
デ
ィ
ス
ク
ゴ
ル
フ
な
ど

の
軽
ス
ポ
ー
ツ
を
毎
日
楽
し
ま
れ
る
方
が
い

ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
方
々
に
、公
園
を
憩
い
の
場
だ

け
で
な
く
、
健
康
増
進
や“
癒
や
し
の
場
”と

し
て
も
活
用
し
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

業
務
密
着

ル
ポ
シ
リ
ー
ズ

FIL
E 4

5

海側には砂丘エリア。ハーブ園や太平洋を望むグラスハウスなど花園とはまた
違った落ち着いた趣。

紅葉の見頃を迎えた「みはらしの丘」
のコキア（10月）

奈良が関わったサイレントギャラリー（砂丘
エリア）。静かな空間で木々の音色、鳥の
さえずりを聴き、心が静かになる時間を楽
しんで欲しいという。

工務課の業務は工事発注が中心でデスクワークが多い
という

公園内には遊具や施設が。こうした遊具のメンテナンス
も佐々木の業務。
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この整列された間隔が、
美しい花を咲かせる秘訣

「みはらしの丘」の麓に埋め込
まれた雨水排水用の設備

訪
れ
る
私
た
ち
の
目
を
、四
季
を
通
じ
て
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
美
し
い
花
々
や
、手
入
れ
の
行
き
届
い
た
遊
歩
道
な
ど
の

園
内
施
設
。一
見
何
げ
な
い
こ
れ
ら
の“
快
適
さ
”の
背
景
に
は
、ひ
た
ち
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
が
研
究
を
重

ね
て
編
み
出
し
た
、独
自
の
管
理
手
法
が
隠
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
中
で
の
と
っ
て
お
き
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
紹
介
し
ま
す
。

ひ
た
ち
海
浜
公
園
の
花
園
を
支
え
る

隠
れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
初
公
開
！

ひたち公園管理センター
Vol.07Vol.07

ひたち公園管理センター

「
み
は
ら
し
の
丘
」を
一
面
に
覆
う
、
ネ
モ
フ
ィ
ラ
の
青
い
花
。
遠

目
に
は
隙
間
な
く
敷
き
詰
め
ら
れ
、ま
る
で
じ
ゅ
う
た
ん
の
よ
う
に
見

え
ま
す
が
、
実
は
種
ま
き
の
際
に
、
一
定
の
間
隔
で“
筋
蒔
き
”さ
れ

て
い
ま
す
。

公
園
の
草
花
育
成
で
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
は
、
雑
草
と
の
闘
い
だ
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。“
筋
蒔
き
”は
、そ
の

雑
草
取
り
で
足
を
踏
み
い
れ
る
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
と
、
ネ

モ
フ
ィ
ラ
の
伸
び
し
ろ
を
確
保
す
る
た
め
に
欠
か
せ
ま

せ
ん
。

ち
な
み
に
、
こ
の“
筋
蒔
き
”の
間
隔
は
20
セ
ン
チ
で

あ
り
、何
度
も
繰
り
返
し
試
し
て
発
見
さ
れ
た
、「
一
番

よ
く
育
ち
き
れ
い
に
咲
く
」と
っ
て
お
き
の
ノ
ウ
ハ
ウ
で

す
。
な
お
、こ
の
間
隔
は
同
じ
植
物
で
も
、場
所
に
よ
り

異
な
り
ま
す
。
管
理
セ
ン
タ
ー
の
担
当
者
は
、何
年
も
か

け
て
何
セ
ン
チ
が
ベ
ス
ト
な
の
か
を
割
り
出
し
ま
し
た
。

丹精を込めて育てているネモフィラをバックに話す
業務課長の加藤

上から流れてきた水がここに集められ、
さらに低い方へ流れていく。

さりげない表示で“気づき”を促す。

●
土
壌
の
観
察
・
改
良

地
上
か
ら
、空
か
ら
の
目
配
り
で

土
地
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
チ
ェッ
ク

ひ
た
ち
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー
で
は
、
普
段
か
ら
園
内

の
土
壌
の
様
子
を
入
念
に
チ
ェッ
ク
し
て
い
ま
す
。
時
に

は
ド
ロ
ー
ン
を
用
い
て
上
空
か
ら
撮
影
し
た
画
像
を
基

に
状
況
を
把
握
し
、
改
良
の
対
策
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

ま
た
、
み
は
ら
し
の
丘
の
土
壌
中
の
水
は
け
を
良
く
す

る
た
め
、
集
水
管
を
埋
設
す
る
と
と
も
に
丘
の
麓ふ

も
とに
は

排
水
用
の
地
下
水
路
を
設
置
す
る
な
ど
、景
観
に
配
慮

し
な
が
ら
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を
施
し
て
い
ま
す
。

ネ
モ
フ
ィ
ラ
の
シ
ー
ズ
ン（
４
月
中
旬
～
５
月
上
旬
）が
終

わ
れ
ば
、秋
に
は
コ
キ
ア
と
コ
ス
モ
ス
が
楽
し
め
ま
す
。
コ
ス

モ
ス
は
、台
風
時
の
海
風
で
葉
が
焼
け
て
し
ま
う
こ
と
や
、倒

れ
や
す
い
と
い
う
リ
ス
ク
が
あ
る
こ
と
、ま
た
、当
園
で
紅
葉

を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
コ
ス
モ
ス
の

一部
を
コ
キ
ア
に
切
り
替
え
ま
し
た
。
当
公
園
の
コ
キ
ア
は
丸

く
な
る
の
が
特
徴
で
す
。
種
苗
会
社
が
当
公
園
用
に
開
発
し

た
品
種
で
、一
般
に
は
流
通
し
て
い
な
い
も
の
で
す
。

当
公
園
の
花
の
シ
ー
ズ
ン
は
、
コ
キ
ア
が
赤
色
そ
し
て
黄

金
色
に
紅
葉
す
る
10
月
末
ま
で
で
す
が
、
私
た
ち
は
こ
こ
か

ら
が
大
忙
し
。
春
夏
秋
と
花
を
咲
か
せ
て
き
た
土
を
、再
び

耕
し
た
り
肥
料
を
入
れ
た
り
し
て
、
次
の
シ
ー

ズ
ン
に
向
け
た
土
壌
の
立
て
直
し
を
急
が
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

初
期
生
育
で
花
を
雑
草
よ
り
も
優
位
に
育

て
あ
げ
、
光
と
風
を
十
分
に
与
え
て
あ
げ
る
こ

と
が
重
要
で
す
。除
草
ス
タ
ッ
フ
な
し
で
は
、花

園
を
維
持
す
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。最
近
は

ス
タ
ッ
フ
の
高
齢
化
と
人
手
不
足
で
、
そ
れ
を

補
う
た
め
に
小
型
の
耕
運
機
な
ど
を
導
入
し

て
、
作
業
の
省
力
化
の
工
夫
を
し
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
で
も
株
の
間
の
狭
い
場
所
な
ど
は
、
手
作

業
で
雑
草
を
取
る
と
い
っ
た
苦
労
も
あ
り
ま
す
。

多
く
の
皆
さ
ま
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め

に
、
国
営
常
陸
海
浜
公
園
事
務
所
と
協
力
し

な
が
ら
こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

オ
フ
シ
ー
ズ
ン
の
惜
し
み
な
い
努
力
で

美
し
い
花
を
咲
か
せ
る

ひ
た
ち
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー 

業
務
課
長　

加
藤
伸
治

みはらしの丘に植栽された
ネモフィラとコキア。除草は
＂手作業＂

●
柵
と
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム

さ
り
げ
な
い
表
示
で

「
あ
、そ
う
な
ん
だ
！
」と
気
づ
い
て
も
ら
う

植
物
を
保
護
す
る
た
め
植
生
エ
リ
ア
は
原
則
と
し
て

立
ち
入
り
禁
止
で
す
が
、
以
前
は
遊
歩
道
と
の
境
が
何

も
な
か
っ
た
た
め
、そ
う
と
は
知
ら
ず
に
踏
み
込
ん
で
し

ま
う
方
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。「
そ
こ
で
20
セ

ン
チ
の
低
い
柵
と
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
で
注
意
を
促
し
た
と

こ
ろ
、
立
ち
入
る
方
が
い
な
く
な
り
ま
し
た
。
悪
気
は

な
く
、気
づ
か
な
か
っ
た
方
が
ほ
と
ん
ど
な
の
で
、私
た

ち
の
方
か
ら
、
積
極
的
に
分
か
り
や
す
い
表
示
を
す
る

こ
と
が
大
切
だ
と
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
」と
、ひ
た
ち
公

園
管
理
セ
ン
タ
ー
の
業
務
課
長
の
加
藤
は
語
り
ま
す
。

●
ネ
モ
フ
ィ
ラ
の
筋す
じ
蒔ま

き

お
行
儀
よ
く
整
列
し
て
い
る
の
は

き
れ
い
な
花
を
咲
か
せ
る
た
め
の
ヒ
ケ
ツ
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麦ば
く

秋し
ゅ
うの

匂
い
立
つ
ま
ち

〜
玉
村
〜

ほ
し
い
』と
お
っ
し
ゃ
る
方
も
い
ま
す
よ
」（
梅
林

さ
ん
）町

の
交
流・情
報
発
信
拠
点

「
道
の
駅
　
玉た

ま

村む
ら

宿じ
ゅ
く」

地
方
部
で
は
マ
イ
カ
ー
中
心
の
生
活
と
な
っ

て
い
る
地
域
が
多
く
、
玉
村
町
も
同
様
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
地
域
の「
道
の
駅
」は
、
交
流
・
情

報
発
信
拠
点
と
し
て
の
機
能
を
発
揮
し
て
い
る
。

関
越
自
動
車
道
高
崎
玉
村
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
か
ら

車
で
２
，
３
分
と
い
う
好
立
地
に
あ
る「
道
の
駅 

玉
村
宿
」に
お
邪
魔
し
た
。

平
成
27
年
５
月
に
オ
ー
プ
ン
し
て
か
ら
、
３

年
目
を
迎
え
る
。
取
材
日
は
、
平
日
の
午
前
中

に
も
か
か
わ
ら
ず
大
盛
況
で
あ
っ
た
。
オ
ー
プ
ン

静
か
な
森
に
囲
ま
れ
て

鎮
座
す
る
八
幡
さ
ま

玉
村
町
の
中
心
地
で
あ
る
上か
み

新し
ん

田で
ん

・
下し
も

新し
ん

田で
ん

地
区
は
、
町
を
東
西
に
抜
け
る
県
道
１
４
２
号

沿
い
に
、
今
も
宿
場
と
し
て
の
面
影
を「
玉
村
八

幡
宮
」を
中
心
に
多
く
残
し
て
い
る
。
玉
村
八
幡

宮
禰ね

宜ぎ 

梅
林
さ
ん
に
お
話
し
を
伺
っ
た
。

「
元
々
八
幡
さ
ま
は
親
子
の
神
様
と
し
て
知

ら
れ
、開
運
招
福・一
門
繁
栄
を
願
う
武
家
の
守

り
神
で
し
た
が
、
日
光
例
幣
使
道
が
開
設
さ
れ

る
と
玉
村
宿
の
鎮
守
社
と
し
て
ば
か
り
で
な
く
、

道
中
安
全
の
守
り
神
と
し
て
往
来
す
る
方
々
に

も
広
く
崇
敬
さ
れ
る
お
宮
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
安
産
・
子
育
て
や
交
通
安
全
と
し
て
の
神

様
で
も
あ
り
ま
す
」。
境
内
を
見
渡
す
と
町
外
か

ら
の
お
宮
参
り
や
、
境
内
の
住
人
で
あ
る
鯉
に

餌
や
り
を
す
る
子
ど
も
の
姿
な
ど
、
笑
顔
の
親

子
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
た
。
ま
た
、車
が
納
車
さ
れ

る
と
同
時
に
祈
願
を
さ
れ
る
方
が
多
い
と
い
う
。

「『
納
車
が
遅
れ
て
い
る
の
で
祈
祷
を
遅
ら
せ
て

井
さ
ん
は
語
る
。「
車
で
の
利
用
者
だ
け
で

な
く
、
利
根
川
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
か
ら

近
い
た
め
自
転
車
の
利
用
者
も
多
い
の
で
、

屋
根
付
き
駐
輪
場
を
整
備
し
、人
だ
け
で
な

く
自
転
車
も
快
適
に
休
憩
で
き
る
道
の
駅

に
し
た
い
。
こ
の
実
証
実
験
の
場
と
し
て
選

定
さ
れ
た
こ
と
を
好
機
と
捉
え
、
ハ
ー
ド
・

ソ
フ
ト
両
面
を
充
実
さ
せ
て
、
多
く
の
お
客

様
に
立
ち
寄
っ
て
い
た
だ
け
る
道
の
駅
を
目

指
し
た
い
で
す
」。具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
を
さ
れ
て
い
る
の
か
を
尋
ね
て
み
た
。

「『
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
野
菜
を
置
い
て
ほ

し
い
！
』と
お
っ
し
ゃ
る
お
客
様
の
ご
要
望

を
受
け
て
野
菜
の
品
揃
え
を
さ
ら
に
充
実

さ
せ
ま
し
た
。
町
の
も
の
だ
け
で
な
く
県
の

名
産
品
を
多
く
そ
ろ
え
て『
群
馬
県
の
玄
関

口
』と
し
て
皆
さ
ま
を
お
迎
え
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
電
子
パ
ネ
ル
に
よ
る
道
路
情
報
に
つ

い
て
は
、
す
で
に
屋
内
に
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
開
館
時
間
外
で
も
屋
外
か

ら
分
か
る
よ
う
に
、設
置
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。
片
道
だ
け
で
な
く
往

復
で
立
ち
寄
っ
て
い
た
だ
き
、
か
つ

て
栄
え
た『
玉
村
宿
』と
同
じ
よ
う

群
馬
県
南
部
の
平
坦
地
に
位
置
し
、
古
く
は
日に

っ
こ
う光
例れ

い
幣へ

い
使し

道ど
う（
江
戸
時
代
、
徳
川
家
康
を
祀

る
日
光
東
照
宮
の
春
の
大
祭
に
、
京
都
の
朝
廷
か
ら
幣へ

い
帛は

く〔
贈
り
物
〕を
奉
納
す
る
た
め
に
派
遣

さ
れ
た
使
者「
日
光
例
幣
使
」が
通
る
た
め
に
整
備
さ
れ
た
道
）の
宿
場
町
と
し
て
栄
え
た
町
。

当
初
か
ら
駅
長
を
務
め
る
筑
井
さ
ん
に
、
に
ぎ

わ
い
の
秘
訣
を
教
え
て
も
ら
っ
た
。「
大
き
く
２

つ
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
１
つ
目
は
、道
の
駅

が
Ｉ
Ｃ
と
目
と
鼻
の
先
で
あ
り
県
内
の
主
要
都

市
を
繋
ぐ
国
道
３
５
４
号
沿
い
に
あ
る
こ
と
で

交
通
の
利
便
性
の
良
さ
が
あ
り
ま
す
。
２
つ
目

は
、セ
ロ
リ
や
き
ゅ
う
り
な
ど
新
鮮
な
地
場
産
野

菜
や
上
州
麦
豚
な
ど
の
上
質
な
肉
、
道
の
駅
内

で
加
工
さ
れ
る
玉
村
産
の
水
な
す
を
使
っ
た
漬

物
、
地
場
産
食
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
た
美

味
し
い
グ
ル
メ
な
ど
多
く
の
玉
村
名
物
を
取
り

そ
ろ
え
て
お
り
ま
す
。
お
か
げ
様
で
大
盛
況
で

す
！
」さ

ら
に
追
い
風
が
吹
い
て
き
た
。

国
土
交
通
省
が
、
高
速
道

路
を
一
旦
出
て「
道
の
駅
」で

休
憩
し
た
の
ち
高
速
道
路
に

戻
っ
て
も
目
的
地
ま
で
の
料
金

が
降
り
ず
に
利
用
し
た
料
金

の
ま
ま
と
す
る
試
行
を
全
国

の
３
カ
所
で
行
う
こ
と
に
な
っ

た
。「
道
の
駅 

玉
村
宿
」が
そ

の
う
ち
の
１
つ
と
し
て
指
定
さ

れ
た
。

「
こ
の
報
道
が
き
っ
か
け
と

な
り『
道
の
駅 

玉
村
宿
』
を

知
っ
て
も
ら
い
、
足
を
運
ん
で

く
だ
さ
っ
た
お
客
様
も
多
く
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
」。
さ
ら
に
筑
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◦社殿
社殿は手前から拝殿・幣殿・本殿と一体となっている

玉村八幡宮 禰
ね

宜
ぎ

　
梅林 健二さん

◦本殿
室町末期の建築様式を残す三

さん
間
げん
社
しゃ
流

ながれ

造
づくり
。明治41年8月に群馬県で最初の特

別保護建造物（旧国宝）に指定され、現
在は国の重要文化財となっている。

◦願い玉
境内の榊に掛かっている玉は「願い玉」と
呼ばれ、参拝者が願い事を込めて掛けて
いったもの。玉のように美しい実となり、
願い事がかないますように。

◦自動車交通安全祈祷所
納車されるとともに多くの新車が訪れる

◦隨
ずい

神
しん

門
もん

慶応元年（1865年）に建てられた門で、隨神とは八幡さまをお
守りする神様

◦昇龍の松・勝運の松
玉村八幡宮の社から外へ外へと成長し、
「Ｖ」の字に育った。この松の木のよう
に皆さまの運気も上昇しますように。

県内でも一番早い時期に開催され、「群
馬の夏は玉村の花火から」といわれてい
る。田園地帯で打ち上げるため、花火が
水面に映りさらなる美しさを演出させる。
また、遮る物がいっさいなく大迫力！
今年は町制60周年を記念して、7月15日
（土）に開催予定。

◦田園夢花火たまむら花火大会

◦和泉屋（井田酒造）
現存する玉村町最古の民家建築。江
戸時代は代々問屋役を務め、江戸の中
ごろより造り酒屋を営み、現在も酒屋
を営んでいる。この他にも、町中に生
き続ける歴史的資産が多く存在する。

玉村八幡宮

玉村自慢
もっとあるある！ 高速道路本線

からの案内

❶一時退出

❷道の駅
　での休憩

❸再進入 一般国道

道の駅

食事・トイレ
休憩

給油

高速道路

●ETC2.0搭載車を対象として、高速道路外
の休憩施設などへの一時退出を可能とす
る実験を3カ所で実施

●今後、全国の高速道路で休憩施設の間隔
がおおむね25㎞以上ある約100区間につ
いて、半減することを目指す

●これにより、休憩施設などの不足を解消
し、良好な運転環境を実現するとともに地
域の活性化を図る

一時退出した場合でも、高速を降りずに利用した料金のまま
（ターミナルチャージ※1の再徴収をせず、長距離逓減※2なども継続）

※1 利用1回当たりの料金
※2 一定距離以上を連続して利用した場合の料金割引措置

休憩施設などへの一時退出を可能とする「賢い料金」

ていげん
5月27日
実験開始

道の駅 玉村宿 駅長
筑井 俊光さん

シリーズ探
訪・探求

訪れたいまち
第41回

群馬県玉村
町

たま   むら　まち

麦秋 ･･･ 麦の穂が実り、収穫期を迎えた初夏頃の季節のこと
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に
、
に
ぎ
わ
え
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
」と
願
い

を
込
め
て
語
っ
た
。

玉
村
町
に
は
、
鉄
道
の
駅
が
な
く
隣
接
す
る

高
崎
市
の
駅
が
最
寄
り
と
な
る
。
鉄
道
駅
は
な

く
て
も
、「
道
の
駅
」が
地
域
住
民
の
交
流
拠
点

と
し
て
栄
え
れ
ば
、
交
通
の
要
地
と
し
て
ま
す

ま
す
発
展
し
て
い
け
る
。
玉
村
町
出
身
の
筑
井

駅
長
に
町
の
魅
力
に
つ
い
て
も
尋
ね
て
み
た
。

「
上
毛
三
山（
赤
城
山
・
榛
名
山
・
妙
義
山
）

は
、
町
民
に
と
っ
て
子
ど
も
の
頃
か
ら
と
て
も
身

近
で
大
き
な
存
在
で
す
。
ふ
る
さ
と
へ
帰
っ
て
く

る
時
、
上
毛
三
山
が
見
え
る
と『
お
帰
り
な
さ

い
』と
迎
え
て
く
れ
て
な
ん
だ
か
ホ
ッ
と
し
ま
す
。

作
物
も
多
く
育
ち
、
特
に
セ
ロ
リ
は
県
内
で
玉

村
の
み
生
産
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、麦
と
稲
の
収

穫
期
の
み
見
る
こ
と
が
で
き
る
黄
金
色
に
染
ま

る
畑
は
、幾
度
見
て
も
美
し
い
で
す
！
で
も
、夏

は
と
て
も
暑
く
、
冬
は『
上
州
名
物
の
空
っ
風
』

が
吹
い
て
と
て
も
寒
い
で
す
け
ど
ね
」と
穏
や
か

な
笑
顔
で
語
っ
て
く
れ
た
。

　
　
●　
　
　
●　
　
　
●　
　
　
●　
　
　
●

か
つ
て
日
光
例
幣
使
道
の
宿
場
町
と
し
て
、人

と
物
資
が
さ
か
ん
に
行
き
交
い
、
都
の
文
化
が
流

入
し
て
栄
え
た
玉
村
。
今
で
も
受
け
継
が
れ
て
い

る
ま
ち
の
財
産
や
誇
り
を
携
え
て
、
こ
れ
か
ら
も

日
の
光
へ
と
続
く
道
を
歩
ん
で
い
く
。

道の駅 玉村宿
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◦肉の駅
注文を受けてから揚げるので、熱々のコ
ロッケやメンチカツなどが楽しめる

町内に全国食肉卸売市
場という肉の市場がある
ため、お総菜だけでなく、
上州麦豚や上州牛といっ
た上質で新鮮な肉もそ
ろっている。

◦玉村産の新鮮な野菜
写真上からセロリ、アイスプラント、
トマト

◦赤ちゃんの駅
授乳やおむつ替え
ができる。ミルク用
のお湯もある。

◦玉村のお漬物
道の駅内で加工されている

1番人気は「水なす
の漬物」

◦屋根付き駐輪場
直射日光や雨風から守ります

玉村町役場の平野さん（写真左）と中島さん

玉村町マスコットキャラクター
「たまたん」

        玉村町ホームページ　https://www.town.tamamura.lg.jp/

町内にある群馬県立女子大学の学
生がデザインした壁画と白を基調と
した公衆トイレは、明るく清潔感漂
う。24時間利用可能となっている。

◦道の駅 玉村宿　名物『玉村カレー』
もともとは地元の学校給食で出されていたメニューをア
レンジした玉村宿の名物。玉村産のおいしいお米や地元
産の野菜や上州麦豚を使い、玉村の恵みを堪能できる。

◦麦畑
5月の終わりから６月の初めごろ、実りの時期を迎え
黄金色に染まる

玉村町の魅力を
全国にＰＲするために
がんばっています！

二毛作地帯である玉村町では、初夏は
麦、秋は稲が収穫期を迎え、町一帯に
黄金色のじゅうたんが広がります。「麦

ばくしゅう
秋

の郷」玉村町へ、ぜひお越しください！

　公共交通機関や公共施設などのバリア
フリー化の進展に伴い、ベビーカーの使
用者にとっては利用しやすい環境となって
きていますが、より一層利用しやすくする
ための環境整備が求められています。

　このため、国土交通省では平成25年６月に「公共交通機関
等におけるベビーカー利用に関する協議会」を設置し、ベビー
カーを安全に利用できる場所を表す「統一的なベビーカーマー
ク」の策定、ベビーカーを安全に利用するための注意点および
ベビーカー使用者と周囲の方のお互いの理解と配慮を求める
「ベビーカー利用にあたってのお願い」の作成（ともに平成26
年３月）などに取り組んできました。
　ベビーカーマークは、公共交通機関や公共施設などのエレ
ベーター、鉄道やバスの車両スペースなどに掲出され、安全な
使用方法を守った上でベビーカーを折りたたまずに利用できるな
ど、ベビーカーを安心して利用できる場所・設備を表しています。
　一方、エスカレーターなど、ベビーカーの使用にあたり危険
が伴うと思われる場所・設備にはベビーカー
使用禁止マークを掲出しています。
　公共交通機関などで、ベビーカーを安全・
安心して利用いただくには、ベビーカー使用
者と周囲の方が、お互いに理解・配慮しあう

ことが大切であり、平成26年度より毎年５月に「ベビーカー利
用に関するキャンペーン」を実施し、「ベビーカーマーク」および
「ベビーカー利用にあたってのお願い」の普及・啓発に向けた取
り組みを行っています。
　今後、さらにベビーカー使用者の利便性・安全性を向上させ
るためには、施設の整備に加えてベビーカー使用者のマナー
向上と共に、ベビーカーの利用に対する周囲の方の理解や協
力が不可欠です。国土交通省としても、ベビーカー利用環境
のさらなる向上にむけて、取り組みを進めてまいりますので、
引き続きご協力をお願いいたします。

「ベビーカーマーク」をご存知ですか？

　

検 索検 索ベビーカーマークについてのお知らせ
http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/barrierfree/sosei_barrierfree_tk_000091.html

● ベビーカーマークの掲出例 ●

ベビーカーマーク

ベビーカー使用禁止マーク
ベビーカー利用に
あたってのお願い

各種施設向け 鉄道事業者向け バス事業者向け

電車の車内

電車のドア付近

エレベーター



～国土の様子を発信するウェブ地図～

「 地 理 院 地 図 」

　皆さまは、国土地理院作成のウェブ地図「地理院地図」
をご存知ですか？
　「地理院地図」とは、地形図、空中写真（航空写真）、標
高、地形分類、災害情報など日本の国土の様子を発信し
ている、インターネットの地図サービスです。特別なソフト
ウェアのインストールは不要で、パソコンやスマートフォン
からどなたでもご覧になれます。

　地理院地図は、業務における資料の作成、災害対応、
地理教育、レジャーなどさまざまな用途にお使いになれます。
とにかく情報が豊富で、「見始めると止まらない！！」と評判の
サービスです。ぜひ一度お試しください。

◀最新の道路や鉄道を反映した地図

　地形図、写真、地名分類、災害情報を３
Ｄ表示するだけでなく、地下や空中の情報
も３Ｄでご覧になれます。これにより、国土
の様子をよりリアルに把握することができま
す。また、表示した情報を３Ｄプリンタ用の
データとしてダウンロードして利用すること
もできます。

※画像をセル画のように重ねて使うことができる機能のこと。

▶３Ｄ表示

▲標高の確認

▲年代別の写真（例）：千葉県浦安市舞浜付近

検 索検 索地理院地図
http://maps.gsi.go.jp/

ここをクリック

　主要な道路や鉄道は、供用開始日当日
に地図に反映されます。
　供用開始日が休日・祝日でも、その当
日に、最新の地図をお届けできるよう更
新しています。

　地理院地図には1,800以上の
レイヤー※を収録しています。例え
ば、標高の変化を段階的な色分
けで視覚的に表現した「色別標高
図」や、土地の成り立ちや自然災
害リスクを確認できる「地形分類」
の情報を見ることができます。ま
た、地震や台風などの被災状況を
捉えた「空中写真」や、災害時の
危険が切迫した状況における「指
定緊急避難場所」の情報も見るこ
とができます。

　年代別の写真も収録しており、これらを見比べることで「戦前～戦後復興期～高度経済成長期～現在」に至るま
での、さまざまな国土の変遷をみることができます。

　任意の地点の標高値を画面上に表示することが
できます。
　スマートフォンで今いる場所の標高を調べること
もできるので「指定緊急避難場所」の情報と併せ
て津波などの災害対策にも役立ちます。

2

1

3

4

5

地 理 院 地 図 　５つ の ポイント

最 新 の 道 路 や 鉄 道 が 載っている

 さまざまな 情 報 が 見られる　

昔 の 空 中 写 真 が 見られる

どこでも土地の高さ（標高）が分かる

 ３Ｄ（ 三 次 元 ）で も 見 ら れ る

▶地理院地図のレイヤー収録情報（例）

施設設備・管理者からの情報 地図に反映

いろいろな地図が
見られます

1945年～1950年 1979年～1983年 最新（2007年）～

画面右上の
「機能」から
「３Ｄ」または

「Globe」を選択

画面左上の
「情報」から選択

色別標高図 指定緊急避難場所

土地の成り立ちや
自然災害リスク

浸水時の写真や
推定浸水範囲

写　　真 色別標高図

災害情報 海外の地形

３Ｄプリンタ用データの
ダウンロード

地下の震源断層モデル
＋震源分布

ち り ち ずいん
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